


○古墳時代前期の遺構・遺物

これまで縄文時代の遺構、遺物を中心に紹介してきましたが、小牧南遺跡で最も多く

みつかっている遺構・遺物は古墳時代前期のものです。

現在わかっているだけで竪⽳住居47棟、掘⽴柱建物９棟が発⾒され、遺物も⼤変多く

出土しました。

○古墳時代前期の遺構

47棟もの竪穴住居は単独でみつかったわけ

ではなく、多くは写真のように狭い場所に重

なった状態で⾒つかりました。

出土した遺物などから３世紀中頃から４世

紀中頃までの約100年にわたりこの地に集落が

営まれていたと推測できます。

またこれら竪穴住居には、炭化した木材が

出⼟したことから何らかの理由で焼失したと

考えられる住居や、土器を製作するためのも

のと思われる人頭大の粘土の塊が出土した住

居もあります。

○古墳時代前期の遺物

遺物も数多く出土しました。

土器については土師器の甕、壷、高杯とい
かめ たかつき

った日常的によく使用される器種はもちろん

のこと、土製の玉やミニチュア土器など非日

常的な、用途のはっきりしないものも出土し

ております。

また、Ｓ字状口縁台付甕（Ｓ字甕）のよう

な伊勢湾⻄岸地⽅によくみられる⼟器も出⼟

しました。

鉄鏃や砥⽯といった、⾦属器やそれに関連
てつぞく

する遺物も出土しています。

重なって発⾒された遺構

古墳時代前期の遺物




